
発達協会様 
【評価と指導プログラム】 新規 Access システム開発 

お客様の喜びの声 2018年 9月 

 

ホームページ http://www.jubilo.co.jp/ 
お問合先 

株式会社ジュビロシステム システム営業部 山元 jubilo-database@jubilo.co.jp ℡(03)5302-6077   

 

会 社 名 公益社団法人 発達協会 

所 在 地 
〒115-0044   東京都北区赤羽南 2-10-20 

TEL: 03-3903-3800 FAX: 03-3903-3836 

U R L http://www.hattatsu.or.jp 

設 立 昭和 51 年 

代 表 者 理事長 坂爪 一幸 

概 要 
発達にハンディキャップがある人たちの、さまざまな形での自立を促すこと

を目的とした活動を行う。 

経営方針 
公益社団法人 発達協会は、発達にハンディキャップがある人たちの、さまざまな形での自立を促すことを目的として設立されました。 

・療育：「専門家による発達支援」と「子育て支援」で子どもの力を引き出し、「学びたい！」を育てる療育を行っています。 

・医療：一緒に考えながら提供する医療をもって、子どもたちの健康と発達を、そして充実した生活を応援します。 

・啓発：社会の多くの人たちに適切に理解してもらうことで、ハンディキャップがある子や人々が幸せに暮らせるよう活動しています。 
 

2018 年 2 月に弊社Ｗｅｂサイトをご覧頂き、お問合わせいただき、訪問させて頂きました。ＪＲ赤羽駅南口から

ほど近くにある病院施設を兼ね備えたビルでした。利用されているお子さんや親御さんの会話が飛び交うに

ぎやかな空間から、それを支える職員の方々が作業に取り組む一室へ移り、現在利用しているシステムのお

話と、新たなシステムへのご要望についてお話をお聞かせいただきました。 
 

■システム化の背景 
Q.システム化の背景をお教え下さい。 

Ａ． もともと、療育に通っているお子さんの「評価と指導プログラム」についての運用支援システム

として、Access システムを使っておりました。今回、評価方法の改定に伴いシステムの改修を迫ら

れましたが、その開発業者が廃業してしまい、新たな開発会社を探しておりました。 

 

■当社を選ばれた理由 
Ｑ．弊社を選んで頂いた理由がございましたら、お教え下さい。 

Ａ．多くの開発業者について調べました。その中で、ジュビロシステムさんは「ダウン症協会」様のシステムサポートを行って

いることが分かり、共通点のある団体のサポートを行っている会社であれば、とても安心できると思いました。 

 

■現在の状況と展望 
Ｑ．今後の展望についてお聞かせ下さい。 

Ａ．システムとして非常に整理されているので、特に若手職員の評価が高いです。もともと紙ベースの業務からシステム化し

ていたので、今回の開発ではデータベースから検討しましたので、今後は、データの蓄積をもとに利用者のため、よりよい療

育になるよう活用していきたいです。 

 


